
（注）金額は、欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険

4.3％減

1.5％増

6.0％増

3.9％減

1.4％増

1.0％増

556億　　　
4,795万円

660億　　　
6,000万円

167億　　　
　548万円

22億　　　
　312万円

156億　　　
　3,211万円

102億　　　
2,292万円

土地区画整理

介　護　保　険

6.0％増48億　　　
　3,809万円後期高齢者医療

市立病院事業

9.8％減60億　　　
4,623万円

下 水 道 事 業

前年度比予　算　額会　計　名

総額1,217億795万円
（前年度比 1.8％減）

※無会派議員の賛否表明…賛成６人・反対１人

令和４年度

予算額

一般会計予算に賛成か、反対か
  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

民
館
が
連
携
し
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
で
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
創
設
す
る
、
担
当
部

署
を
超
え
た
、
横
断
的

な
政
策
課
題
に
取
り
組

む
、
政
策
課
題
連
携
枠

の
成
果
を
望
み
ま
す
。

　い
ま
だ
か
つ
て
な
い

課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
の
船
出
と
な
り
ま
す

が
、
目
の
前
の
課
題
を

確
実
に
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
、

賛
成
の
意
見
と
し
ま
す
。

を
要
望
④
個
別
避
難
計

画
作
成
事
業
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

な
ど
支
援
策
へ
の
期
待

⑤
カ
ワ
セ
ミ
ハ
ウ
ス
出

張
、
出
張
公
民
館
な
ど

安
心
し
て
育
ち
、
学
べ

る
環
境
の
充
実
⑥
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
に
お

い
て
、
地
域
協
働
課
、

高
齢
福
祉
課
、
中
央
公

意
見
を
述
べ
ま
す
。
①

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

職
員
の
業
務
効
率
化
へ

の
期
待
②
内
部
統
制
推

進
事
業
経
費
に
よ
る
組

織
の
意
識
改
革
、
庁
内

改
革
断
行
の
実
行
を
要

望
③
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
つ
い
て
次
世

代
に
誇
れ
る
指
標
と
夢

や
希
望
が
膨
ら
む
内
容

　令
和
４
年
度
予
算
は
、

前
年
度
比
30
億
円
減
の

660
億
６
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　歳
入
で
は
、
市
税
全

体
で
、
前
年
度
比
15
億

９
千
万
円
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
口
増
に
よ

る
納
税
義
務
者
増
が
要

因
で
す
が
、
今
後
予
想

さ
れ
る
人
口
減
少
に
対

し
、
市
内
事
業
者
や
創

業
者
支
援
、
雇
用
確
保

な
ど
の
課
題
認
識
を
持

つ
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　主
要
施
策
に
沿
っ
て

担
当
部
署
を
超
え
た
政
策
課

題
連
携
枠
で
の
成
果
を
期
待

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

賛 成

用
、
指
定
管
理
者
制
度

導
入
㉓
ペ
イ
ペ
イ
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
継
続
㉔

防
災
安
全
課
女
性
職
員

登
用
㉕
小
学
校
エ
ア
コ

ン
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　最
後
に
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
後
遺
症
の
相
談

窓
口
の
設
置
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
収
入
減
少
、
退

職
者
へ
の
相
談
体
制
の

強
化
を
求
め
ま
す
。

　以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
し
、
信
頼

さ
れ
る
市
政
運
営
の
実

現
を
強
く
求
め
ま
す
。

調
査
⑯
手
話
言
語
条
例

制
定
⑰
都
高
校
生
医
療

費
無
償
化
対
応
⑱
地
域

医
療
連
携
強
化
⑲
火
葬

場
待
合
室
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
⑳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ム
開
設
、
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
拡

充
㉑
公
共
施
設
内
の
非

プ
ラ
容
器
飲
料
へ
の
転

換
㉒
市
立
病
院
の
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適

備
⑧
学
童
ク
ラ
ブ
育
成

時
間
延
長
⑨
中
学
校
エ

ア
コ
ン
設
置
を
評
価
し

ま
す
。
⑩
組
織
ガ
バ
メ

ン
ト
向
上
⑪
男
女
平
等

基
本
条
例
化
⑫
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
収
納
の
適
正

運
営
⑬
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
率
向
上
⑭

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
周
知
、
事
業

展
開
⑮
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
支
援
条
例
制
定
へ
の

　令
和
４
年
度
一
般
会

計
予
算
に
賛
成
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
①

振
り
込
め
詐
欺
防
止
対

策
自
動
通
話
録
音
機
無

料
貸
出
②
ほ
っ
と
も
事

業
増
設
③
感
染
者
へ
の

窓
口
設
置
、
食
品
配
送

業
務
④
産
後
ケ
ア
事
業

に
お
け
る
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
育
児
相
談
事
業
⑤

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
車

に
よ
る
検
診
⑥
飼
い
主

の
い
な
い
猫
ゼ
ロ
⑦
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
整

公

　明

　党

安
心
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
運

営
の
実
現
を
強
く
求
め
る

賛 成

館
の
利
活
用
、
以
上
７

点
を
要
望
し
ま
す
。

　最
後
に
、
施
設
の
老

朽
化
対
策
を
は
じ
め
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
さ
ら
な
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

２
０
２
５
年
、
２
０
４

０
年
問
題
な
ど
の
高
齢

化
の
進
展
へ
の
対
応
な

ど
、
将
来
世
代
へ
の
負

担
と
し
て
先
送
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み

を
求
め
て
、
賛
成
の
意

見
と
し
ま
す
。

面
支
援
継
続
④
市
内
も

の
づ
く
り
企
業
へ
の
支

援
策
の
拡
充
⑤
交
通
事

故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指

し
、
通
学
路
等
の
安
全

対
策
と
予
算
拡
充
⑥
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

安
心
し
て
豊
か
に
学
べ

る
場
と
な
る
よ
う
、
教

育
環
境
の
整
備
⑦
地
域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
屋
台

骨
で
あ
る
新
南
平
体
育

①
不
適
切
な
事
務
処
理
、

不
祥
事
の
再
発
防
止
や

市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
、
行
政
運

営
の
損
害
や
市
民
の
信

頼
喪
失
を
防
ぐ
組
織
構

築
・
改
善
②
自
治
会
交

流
会
を
通
じ
て
、
地
域

と
職
員
が
一
緒
に
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
③
地
域
資
源
を

生
か
し
た
事
業
へ
の
側

　市
民
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
気
候
危
機
に
対
し
、

子
ど
も
や
女
性
・
高
齢

者
・
障
害
者
に
適
切
な

支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、

市
民
目
線
、
市
民
感
覚

を
基
本
姿
勢
と
し
て
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　歳
入
に
つ
い
て
、
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営

を
目
指
し
、
歳
出
歳
入

改
革
の
取
り
組
み
を
強

く
求
め
ま
す
。

　個
別
の
事
業
に
対
し
、

チ
ー
ム
み
ら
い

市
民
目
線
、
市
民
感
覚
で

全
世
代
に
適
切
な
支
援
を

賛 成

配
置
⑭
公
立
幼
稚
園
の

廃
園
反
対
⑮
北
川
原
公

園
ご
み
搬
入
路
違
法
解

消
、
新
た
な
方
法
の
検

討
を
要
望
し
ま
す
。

　最
後
に
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
に
つ
い
て
、
市

が
率
先
し
て
庁
内
の
男

女
の
平
等
を
推
進
し
、

先
導
的
な
役
割
を
す
る

こ
と
、
気
候
危
機
打
開

に
向
け
て
、
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
等
の
具
体
的
な

目
標
と
取
り
組
み
を
住

民
と
共
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
増
員
⑧
ね
た
き
り

お
む
つ
給
付
サ
ー
ビ
ス

縮
小
の
撤
回
⑨
生
活
道

路
の
改
修
⑩
学
校
ト
イ

レ
改
修
早
期
完
了
⑪
小

学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン

設
置
の
期
間
短
縮
⑫
三

沢
八
幡
神
社
脇
民
有
地

の
安
全
確
認
、
情
報
の

公
開
⑬
学
校
図
書
館
司

書
の
フ
ル
タ
イ
ム
全
校

　そ
の
上
で
、
①
公
契

約
条
例
の
認
知
度
向
上

②
公
共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
、
都
と
の
連
携

③
公
立
ケ
ア
労
働
施
設

職
員
の
処
遇
改
善
④
外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ

方
々
へ
の
市
施
策
の
充

実
⑤
学
習
支
援
員
の
配

置
増
⑥
ひ
き
こ
も
り
等

実
態
調
査
に
基
づ
く
柔

軟
な
支
援
の
提
供
⑦
生

　令
和
４
年
度
の
予
算

に
反
対
の
理
由
を
述
べ

ま
す
。

　新
年
度
予
算
案
に
は
、

深
刻
化
し
て
い
る
暮
ら

し
や
営
業
に
対
す
る
独

自
の
支
援
策
は
皆
無
で

あ
り
、
そ
の
一
方
で
国

保
税
の
値
上
げ
、
「
財

政
再
建
計
画
」
策
定
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
、

そ
し
て
市
政
を
め
ぐ
る

一
連
の
不
正
・
違
法
問

題
に
対
す
る
市
の
姿
勢

に
対
し
、
厳
し
く
指
摘

・
批
判
を
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

コ
ロ
ナ
禍
、
苦
し
い
市
民
生

活
に
向
き
合
う
予
算
こ
そ

反 対

会議の開催状況（報告） 令和４年第１回定例会は、このように行われました（主なもの）。

正
副
議
長
選
挙

人
事
構
成

　所
属
す
る
常
任
委
員
会
や
議
会
選
出
の
委

員
な
ど
を
決
定

議
案
上
程

　議
員
が
、
議
案
１
件
を
提
出

採
　
　
決

　議
案
を
採
決

市
長
の
所
信
表
明

　市
政
へ
の
所
信
と
新
年
度
事
業
の
骨
子
を

市
長
が
説
明

各
会
派
の
代
表
質
疑

　所
信
表
明
に
対
し
、
市
議
会
各
会
派
（
無

会
派
の
議
員
を
含
む
）
か
ら
質
疑

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
37
件
を
提
出

採
　
　
決

　一
部
の
議
案
を
採
決

一
般
質
問

　３
日
間
に
わ
た
り
、
23
人
の
議
員
が
46
項

目
を
質
問

　

↓
４
〜
５
面
参
照

請
願
上
程

　企
画
総
務
委
員
会
に
１
件
、
民
生
文
教
委

員
会
に
２
件
を
付
託

　

↓
５
面
参
照

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
１
件
を
提
出

採
　
　
決

　議
案
を
採
決

企
画
総
務
委
員
会

　市
役
所
の
運
営
な
ど
に
関
わ
る
議
案
11
件

と
請
願
１
件
を
審
査

民
生
文
教
委
員
会

　国
民
健
康
保
険
に
関
わ
る
議
案
１
件
と
請

願
２
件
を
審
査

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　ま
ち
づ
く
り
や
産
業
な
ど
に
関
わ
る
議
案

２
件
を
審
査

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
審
査

↓
２
〜
３
面
参
照

特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
４
年
度
の
４
特
別
会
計
と
市
立
病
院

事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
予
算
を
審

査↓
２
〜
３
面
参
照

審
査
報
告

　各
委
員
会
で
の
議
案
・
請
願
の
審
査
結
果

を
、
各
委
員
長
が
報
告

議
案
上
程

市
長
が
６
件
、
議
員
が
議
案
２
件
を
提
出

採
　
　
決

　こ
の
議
会
で
審
議
し
た
市
長
提
出
議
案
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
採
決

↓
６
面
参
照

委  員  会 本  会  議本  会  議
3/93/103/163/293/31 3/183/223/233/24、25、28 3/14～163/15

　令和４年第1回定例会は3月9日か
ら31日まで開催しました（下表参照）。
この議会では、合計47件の議案が慎
重に審査され、採決の結果、全て可決
（承認、同意を含む）されました。また、
一般質問は23人の議員が質問に立
ち、市政を質しました。

定例会

令和４年第１回

ただ

令　和
４年度 予算審議から 　一般会計・特別会計の予算委員会で行われた、主な質疑や意見

の概要をお伝えします。
　令和4年度の各予算は、それぞれの特別委員会で活発な議論を経
て、議会最終日の本会議で原案のとおり可決され、成立しました。

一　般　会　計

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

歳 入 全 般
質
疑

民 生 費
①生活圏拡大事業経費の自動車ガソリン助成制度の
趣旨と何か所のガソリンスタンドで使用できるか。
②子どもの貧困対策基本方針見直しの取り組みを
問う。

③在宅ねたきり高齢者等おむつ給付事業について、見
えていない困っている人に支援が届く仕組みを問う。
④居場所づくり事業経費の居場所に、西平山の空き
家を選定した理由と経緯を問う。
⑤令和３年度のケースワーカーの人数と担当件数及
び病欠の人数を問う。
⑥ペアレントトレーニングのここ数年の利用者の推
移を問う。
⑦民生委員の数と活動の概略を問う。
⑧ヤングケアラー支援事業の準備内容を問う。
⑨自治会加入率向上の取り組みとして、PRや支援し
ているものはあるか。

質
疑

議会費・総務費
①内部統制研修業務委託料における具体的な内容
を問う。
②ふるさと納税において、ガバメントクラウドファ
ンディングを検討しているのか。
③多文化共生事業経費における国際交流協会との
連携や外国人に対する情報共有を問う。
④働き方改革事業経費における委託料の内容と効
果を問う。
⑤交通安全推進経費において早朝や夜間に外出す
る市民への注意喚起は行っているのか。
⑥広報ひの作成業務委託の契約内容、業務内容を問う。
⑦脱炭素に対応した建物がスタンダードになる過
渡期に、費用をかけて公共施設等総合管理計画
を作っても、無駄になるのではないか。
⑧審議会委員より公契約条例の市民周知を図る意
見が出ていることに対する考えを問う。

衛生費・労働費
①動物死体処理経費の収集運搬業務委託は、随意契約にする
必要はないと思うが市の考えを問う。

②生ごみリサイクル業務委託料が減額だが、この状況と今年
度、どのような形に変わっていくのか。

③ごみ収集車走行経路の環境保全協定への記載に関し、市民か
らいろいろな意見が出ることについて、市の考えを問う。

総 括 質 疑
①シニアＩＣＴ支援事業における各課の事業内容を問う。
②ヤングケアラーの実態調査について教育委員会と
連携して早期に行うべきと考えるが、見解を問う。
③「核兵器の廃絶　平和都市宣言」という自治体が
持っている取り組みが大事になっているかと思う
が、この点について市としてはどのような立場か。
④コロナ禍の３年に渡る記録の必要性を、どのよう
に認識しているか。
⑤持続可能な自治体運営をしていくための財政再建
を問う。
⑥すべての市民の暮らしの現実をどのように捉え、
方向性を示したのか。
⑦スポーツの力をどのように行政の課題解決に結び
つけていくのか。

①森林環境譲与税の目的、額の推移、今後の見込み、使い道を問う。
②個人市民税の予算について、市民のくらしをどのように見て、
今年の予算金額となったのか。

③ホームページバナー広告料において、毎年同じ目標金額だが
令和４年度の対策を問う。

④フロア案内等業務委託について、この間の現状、効果を問う。
⑤特殊地下壕対策事業の内容と、今後の見通しを問う。
⑥交流センターの使用料について、前年度と比べると減少して
いるがその要因を問う。

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①学校のトイレは、期限を定めた改修計画を持つべ
きではないのか。
②ロシアがウクライナを侵攻している中での、ウク
ライナ文化交流イベントを問う。
③低学年の子ども達へのオンライン授業の課題を問う。
④小学校の英語教育におけるALTの成果と課題を問う。
⑤市民プール運営経費において、令和４年度の安
全対策を問う。
⑥ホームアンドスクールアプリの学校毎に発信内容、
方針を変更する場合、丁寧な説明が必要では。

⑦特別支援学級開設経費において、何人位を想定
しているか。
⑧歴史的公文書デジタル化事業の経緯と内容を問う。

農業費・商工費・土木費・消防費
①橋梁長寿命化事業について、ふれあい橋の補修工事のスケ
ジュールを問う。

②まちおこしイベント事業経費のウィズコロナ対策で、今後ど
のようにしていくのか。

③交通網整備支援経費について、交通空白地域の定義を問う。
④ＴＯＹＯＤＡＢＥＥＲプロジェクト経費減額について、認識を問う。
⑤豊田南地区86街区共同化事業補助金の詳細を問う。
⑥市営長山団地について、現在どのような状況にあるのか。
⑦河川新設改良経費における、程久保川の３工区について、詳
細内容を問う。

⑧道路維持経費における緊急対策工事箇所数を問う。
⑨ひのたま観光連携事業補助金、５年間の実績と今後の事業を問う。

国民健康保険特別会計
①地域医療支援病院への承認条件と、市立病院の状況を問う。
②救急科の人数が少なく思えるが市立病院の考えを問う。
③病棟内へのWi－Fi導入に向けた進捗状況を問う。
④地域医療支援病院になることのメリットと課題を問う。
⑤社会教育センター跡地に感染症病棟を造ったほうがよいのではないか。
⑥パワハラが頻発しているので、パワハラ・セクハラ防止教育の実施についての考
えを問う。

①地域医療支援病院に認定されれば、経営改善に展望が見えてくる。しっかり経営
改善されたい。（賛成）

市立病院事業会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療
特別会計

①生活援助型スタッフ研修における令和４年度の
取り組みを問う。

①令和５年度から９年度の財政再建計画の中に区画整理の
改革が入っているか。
②代行買収における市と都市づくり公社との協議状況を問う。
③人口減少による区画整理の考え方を問う。
④市施行４地区の令和４年度の整備目標を問う。

①今後の方向性が見えない中での予算編成なので仕方がな
い。（賛成）
②財政再建計画と合わせた区画整理事業の事業改革で準備
を進めてもらいたい。（賛成）
③住民・地権者参加の見直し。代行買収の責任を明確にす
る全容解明。川辺堀之内土地区画整理事業に関する全面
的な検証が必要。　（反対）

①10月から窓口負担が１
割から２割になる対象の
被保険者は、どれぐらい
いるのか。

①２割の窓口負担は年金が
減り続けている高齢者に
重い負担を強いるもので
ある。（反対）
②命や健康に直結する痛み
を伴うような予算である。
（反対）

区画整理事業特別会計 後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療事業会計

解説は『広報　　  』に
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　令和４年度予算内容の解説は、
「広報　　５月１日号」の２ページ
から５ページに掲載されていますの
で、併せてご参照ください。

議会の審議
内容を報告

※議会だよりでは、議員からの質疑のみ掲載しています。
予算委員会の質疑や答弁の詳細については、会議録で全文を確認で
きます。
会議録は、図書館・市政図書室での閲覧、市議会ホームページの会
議録検索システムをご利用ください。

①令和４年度から人件費は、一般会計から特別会計へ計上するようになったのか。
②コロナ禍において、これからも厳しい状態が続くと思うが、国保税の値上げについて
市の基準を問う。

③今後も２年ごとに値上げをしていく予定なのか。
④レセプトを導入してからのメリットは何と認識しているか。
⑤特定健診にオプションで、血液検査もできるようなきっかけづくりをすれば、胃がん
検診につながるのではないかと考えるが認識を問う。

⑥国民健康保険業務システム改修業務委託について、詳細を問う。

①コロナ禍での保険税値上げは反対する。（反対）
②値上げを含んだ令和４年度予算を認めるわけにはいかない。（反対）

①内水ハザードマップについて、令和７年度の公表に向けて、自
前の予算でつくっていくのか、今、現状、国からの補助などが
あるか、複数年の予算配置を問う。
②下水道が未普及の地域は市内４パーセントだが、下水道事業と
区画整理事業との関連性を問う。
③雨天時侵入水対策、具体的に意識的に取り組まなければいけな
いが、この取り組みについてはどのようになっているのか。
④大きな規模の浄化槽対応で現状済ませている所、下水管を本管
につないでいきたいなど、そのような要望は市内全域でどれだ
けあるか。

①下水道工事を進める上で地元の方の意見や区画整理課と連携を
取り進めてもらいたい。（賛成）

広報ひのホームページ
QRコード
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予算審議から予算審議から 　一般会計・特別会計の予算委員会で行われた、主な質疑や意見
の概要をお伝えします。予算審議から


